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背景
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 事故防止のための安全意識向上のための活動
 グループ懇談(重森 2007, 2009)

 1～2時間程度、ヒヤリハットの状況、原因、対策について

 1～2時間話をしたぐらいでは丌十分、日常的に行う必要

 ある電力会社のシステム
 掲示板付事例データベース
 CMC（コンピュータを介したコミュニケーション）によって手軽に議
論可能
 日常的に行うのに適している

議論が持続していない

しかし

しかし

議論

ヒヤリハット
データベース

収集 電子掲示板

ヒヤリ
ハット



目的
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 目的

ヒヤリハット事例に関するCMC議論(ヒヤリハット議論
活動)を持続させる手法の提案



手法提案に向けた問題分析

2009/9/3

4

 対象となる活動
 ヒヤリハット等の事例をシステムに登録する
 事例を閲覧して、掲示板で議論する

 活動の持続の2つの側面
 個々の参加者からみると
 各参加者がそれぞれ行為を行い続ける

 活動全体を俯瞰すると
 各参加者の各行為がうまく接続している

2つの側面を考慮して議論活動をモデル化



相互行為に
なり得る行為

議論活動のモデル（持続するパターン）
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システム内行為

システム外行為

非相互
行為

参加者A

の行為列

参加者B

の行為列

時
間

非相互
行為

相互行為列

システム外行為



相互行為に
なり得る行為

停滞するパターン ４つの問題
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参加者A

の行為列

時
間

問題(1)

参加者の行為列が
システム内行為に
戻ってこない

参加者B

の行為列
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システム内行為

システム外行為

非相互
行為

非相互
行為 システム外行為

問題(2)

その後に行為を

続けられそうな行為
に辿り着けない

問題(3)

相互行為になり得る
行為に
踏み出せない

問題(4)

その後に行為が
続きやすい行為が
できない



手法の実現方法
ヒヤリハット共有システム

 CMCの議論のための
システム

電子掲示板

ヒヤリハット事例データ
ベース

Webシステム
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 議論活動を促進するための機能を設ける



手法の実現方法
積極的参加者

 グループの活動を活発にすることを依頼された参加者

 他の参加者は全員が一般参加者だと思っている

コントロールされていると感じさせないため

主体的な参加の方が持続する(Gange and Deci 2005)

 担当の分担

ヒヤリハット共有システム

コミュニケーションの大枠を規定

情報の提示

積極的参加者

社会的行為 2009/8/12
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(1)行為列をシステム内行為に向ける手法
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システムに
アクセスする機会を不える

システム利用の
モチベーションを不える

Webブラウザの
初期ページへの設定促進

根本原因分析の機能を
付ける

自分なりの工夫を促進する

積極的参加者による
受容的行為

活動参加を点数化

問題解決の方針 手法

「他者による受容」

「蓄積への欲求」

「他者との競争」

「役立つことが
感じられること」

モチベーション要因
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(1)行為列をシステム内行為に向ける手法
RCA形式での事例登録機能

出来事

他のページへのリンク

要因への対策事例の基本的情報 出来事を起こした要因

システム利用の
モチベーションを不える

根本原因分析の機能を
付ける

「役立つことが
感じられること」



(2)その後に行為を続けられそうな
行為に辿り着かせる手法
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その後に
続けられそうな行為を
参加者自身に探してもらう

その後に
続けられそうな行為に
誘導する

事例・掲示板検索を
可能にする

接続を求める行為への
リンクを提示

問題解決の方針 手法

参加者と関連する
事例へのリンクを提示



(2)その後に行為を続けられそうな行為に辿り着かせる手法

公開メッセージ
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その後に
続けられそうな行為に
誘導する

接続を求める行為への
リンクを提示



(3)相互行為になり得る行為に
踏み出させる手法
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1クリックの相互行為に
なり得る行為を用意する

問題解決の方針 手法

相互行為になり得る容易
な行為を用意する

投稿メッセージ評価ボタン例



では、～はどういう意味
でしょうか？

参加者B

(4)その後に行為が続きやすい
行為をさせる手法
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積極的参加者が
持続パターンに巻き込む

問題解決の方針 手法

持続パターンに
沿った行為を促進する

積極的参加者が
持続パターンの
お手本を提示する

～はどういう意味でしょう
か？

積極的参加者

～という意味です

参加者A

例

投稿1 投稿2 投稿3

お手本にした
巻き込まれた

参加者の発言を求める



その後に

続けられそうな行為
に誘導する

持続パターンに沿っ
た行為を促進する

手法問題解決
の方針

根本原因分析

自分なりの工夫
を促進する

活動参加の
点数化

積極的参加者
による

受容的行為

接続を求める
行為への
リンクを提示

Webブラウザの

初期ページへの
設定促進

持続パターンに
巻き込む
お手本提示

具体化

参加者の発言を求める

過去3日間の新規投稿・
登録件数表示

事例の複製

事例検索機能

同意する

返事をする

投稿にポジティブな内容を含める

詳細な事例を登録する

内容に言及した投稿をする

ポータルサイトを模した
ホームページ

事例被閲覧回数の提示

RCA形式での事例登録機能

貢献ポイント・順位の提示

事例のお気に入り

関連事例表示

返信状況表示

行動履歴表示

推薦事例・公開メッセージ

システムの機能を使用する

探す手段を
不える

システム利用の
モチベーションを

不える

システムアクセスの
機会を不える

その後に続けられそ
うな行為を
探してもらう

関連した
事例への
リンクを提示

1クリックの
相互行為に
なり得る行為

相互行為になり得る
容易な行為を
用意する

投稿メッセージ評価ボタン

新規投稿有無の提示

行為列が

システム内行為に
戻ってこない

その後に
続けられそうな

行為に辿り着かない

相互行為になり得る
行為に踏み出せない

その後に行為が
続きやすい行為が

できない

問題

2009/9/3
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実践
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 目的

手法の有効性の確認

改善点抽出

 流れ

 原子力発電所の保修作業の現場監督の活動

2009年1月13日 2009年2月6日(25日間)

•安全推進活動の経験
•電子掲示板の利用経験

実践前アンケート

•システムの印象
•活動の印象
•心理的属性

実践後アンケート
実践期間



実践概要
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グループ 1

(ポンプ)

グループ 2

(弁)
グループ 3

(熱交換)

グループ 4

(電動弁)

グループ 5

(熱交換)
グループ 6

(所内開閉)

3か所の原子力発電サイト

京都大学

積極的参加者
ヒューマンファクター研究者か
現場監督(現場経験あり)

一般参加者
現場監督

36名



結果概要

 活発だったグループ
 グループ2、グループ3、グループ5

 活発でなかったグループ
 グループ1、グループ4、グループ6

2009/8/12

18

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25

事
例
件
数

実践開始からの経過日数

グループ１

グループ２

グループ３

グループ４

グループ５

グループ６

0

20

40

60

80

100

120

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25

投
稿
件
数

評価開始からの経過日数

グループ１

グループ２

グループ３

グループ４

グループ５

グループ６

累積公開事例件数 累積掲示板投稿数



(1)行為列をシステム内行為に向ける手法
RCA形式での事例登録機能

2009/9/3

 利用されていたか
全１３９事例中、１件以外はRCA形式で登録

 役立つと感じられていたか
アンケート回答になく丌明

その他
 「時間がかかる・負担が大きい」 －３名

 「特に必要ない」ー１名

 「 はじめ勝手が分からなかった」－２名

•一部参加者には、逆にモチベーションを失わせていた可能性あり
•より簡便に登録できるようにする必要



(2)その後に行為を続けられそうな行為に辿り着かせる手法

公開メッセージ
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 利用されていたか

公開メッセージに設定された投稿数
グループ1グループ2グループ3グループ4グループ5グループ6

2 4 0 0 14 0

グループ1グループ2グループ3グループ4グループ5グループ6

3 7 0 0 8 0

訪問された回数

 相互行為につながっていたか

 グループ1とグループ5で1件ずつあった

•うまく相互行為につながった場合があった
•公開メッセージに設定させることを促進する必要あり



(3)相互行為になり得る行為に踏み出させる手法
投稿メッセージ評価ボタン
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 相互行為につながっていたか

グループ２とグループ３で2名の参加者が互いに
「評価ボタン」を使用しあっていた

積極的に投稿する参加者のみ

•あまり積極的でない参加者に使用してもらうように、目
立たせるなどの工夫が必要



(4)その後に行為が続きやすい行
為をさせる手法
投稿にポジティブな内容を含める

 どれくらい行われていたか

 グループ2
 投稿や事例登録にお礼

＋

コメント

という行動

 相互行為の持続につながってい
たか
 積極的参加者から広がっていた

 お礼の規範の形成
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グループ2の投稿

参加者

Post

Thank 「ありがとう」を含む投稿

掲示板投稿

積極的
参加者 参加者 1 参加者 2 参加者 3 参加者 4 参加者 5

1日目

2日目

3日目

4日目

5日目 (土)

6日目 (日)

7日目

8日目

9日目

10日目

11日目

12日目 (土)

13日目 (日)

14日目

15日目

16日目

17日目

18日目

19日目 (土)

20日目 (日)

21日目

22日目

23日目

24日目

25日目

26日目 (土)

27日目 (日)

28日目

29日目

30日目

Post
PostPostPostPostPost Reply

PostPost

ReplyPost

Reply

ReplyReplyPost ReplyPostPost

Post
PostPost Thank

PostPostPost Thank
ReplyReplyThank PostPost

PostPost PostPostPostPost ThankThank Reply

Reply ReplyReplyPost

Thank Thank

Thank

Thank

ThankThank

Thank

日付

持続するパターンを
形成できた場合があった
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問題(1)

参加者の行為列が
システム内行為に
戻ってこない

参加者B

の行為列
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システム内行為

非相互
行為

相互行為に
なり得る行為 システム外行為

問題(2)

その後に行為を

続けられそうな行為
に辿り着けない

問題(3)

相互行為になり得る
行為に
踏み出せない

問題(4)

その後に行為が
続きやすい行為が
できない

 ヒヤリハット議論活動促進手法を
提案し実践した

 ３つの問題には有効と考えられる手法が
あった

 問題１

 （根本原因分析は有効性確認できず）

 活動参加を点数化

 問題２

 接続を求める行為へのリンクを提示

 問題４

 持続パターンに巻き込むお手本提示

 課題

 問題3には有効な手法が確認できな
かった

結論



ありがとうございました
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